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はじめに















































この区分にもとづき，嶋田 ーはそれぞれ初期， 中期， 後期の三期に分け， 次のように特徴
づけている四すなわち， 初期は「実験的性格のつよい時期（実験期）」， 中 期 は





児童の村は， ヽ処なく， 教科目や教授時間， は て は教
を生活せしむる場所としての新し




りかえり， に開校 し て，
ふものは， すばらしい混乱であった。勉強などは一つもしないと言つてよかった。正直に
言ふと私には一つの自信もなかった。」8) と記している。 野村は苦悩の後， 文集を中心とし
していくことになる四
峰地が児童の村の一員となったのは， 大正十三年九月， この「混乱 」の一学期の後のこ
とであった。志垣寛のあとを引きつぎ， ー， 二年生からなる「二の組」 の担任となった。
以後， 峰地は大正十四年度は， ー， 二年生， 大正十五年度は二， 三年生と， 一貫して低学
いう特色を強く持つこと
























2 • 1 
峰地の綴方実践について検討する前に，そのバックボ ー ンと な っ た，「生活学習」の理
念について整理しておきたい。




また，その半年後には，それまでをふりかえって，「遊ばせて来ただけの こ と だ。一
くママ＞
全体を通じてこの心持が一ば濃厚なやうである。 さう字義 通りに私は子供達を遊ばせて来
たし，子供と私は遊んで来ただけにすぎない。」とし，そ の よ うな状態を「しかし私はこ
のニケ年がそのために，私にとつて意義が深かったばかりか，子供にとつても幸福だった
と思つている。」と肯定する14)。
このような，「生活解放 」や徹底した遊びから生ま れ る，自発的な 「自己活動 」を「最
高原理 」とするのが，「生活学習」である。
「手エとか，国語とかいふ教科を初めから外部的に押しつけて，学習さす こ と は，生活
と学習とを分離さす慮れがある。」，教科によって学習するので は な く，「生活をあげて学
習と見る 」のである。そして，この よ う な 「生活学習」では，「自己活動であるが故に常
に歓喜と興味が伴つて湧いている。」，「その作業には常に生気が あ り，従ってその作品に











































そのような見方には疑問が残る。少くとも， 生活を表現 の 目 的 に す る， という意味での
「上位概念」としては考えられていないと思われる。「収得者生活」「表現生活」と い う用
語叫こ象徽されるように， 収得活動、 表現活動自体を生活としてとらえているのである。







が， 環境さへ興へれば手紙などはわけなく一年生位で書き綴る。低学 年 の 綴 方 指導
の， 要点は生活を豊富にし， 環境を多様にすることだ20) 0 
ここでは， 綴方学習が自然に生まれるのを待つのではなく， 自然に生まれる よ う に，「生．． 
活を豊富にし， 現境を多様にする」という指導を加えることの必要性がのべられている。
この考え方は， 一見，「表現のための生活指導論」と似て い る。しかし， 生活を指導し，
環境を与えることの目的が， よりよい表現を生むことにあるのではなく， 自然な綴方活動
を生むことにある点に注意する必要がある。
このように， 峰地の綴方指導観には，「綴方活動自体が自然な生活になってい な け れば
ならない」という考えが底流としてあるのである。
3. 峰地光重の綴方実践ー一生活への新しい視点





にすぎない。」のである。ベルにかかわりなく， 外で遊んでい る 子 ど も も い る し， 学習





どもが「今日は柏木先生へ手紙を書くよ。」と言う。柏木先 生 と は、研究生として児童の












だった。」と評価する。そして，こ の よ うな活動を 「最も自然な綴方の作業」と呼ぶので
ある。
この学習は、子どもたちの手紙に対する柏木の返事を壁に は り出し，それを読みあう
「自然に生まれた読方の作業 」・「歓喜的学習 」をへて，遠足で鎌倉に出か け た 子どもたち
と，出むかえた柏木先生との再会で完結する。







「環境」がある。峰地はその機会をうまくとらえ，子ども た ち に，自然で必然的な文章表
現のシチュエ ーションを与えることに成功しているのである。


































「皆は大きな卓子によって，思ひ／ヽに加留多の文句を考へだした。 カ ー ドをつくつて，
それから別に絵を描いてその合カ ー ドをつくった。」「『スズメノ セイトハビック チョ。』
峯岸君はさう書いて，丁度児童の村のやうな小さな学校の絵を書き，その運動場で，雀の
生徒が，雀の先生とビックチョと囀りながら遊んでいる所を書いた。」


















年三月）と題した文章において，峰地は次のような思いを語っ て い る。峰地を中心にし
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昭和五九年十月所収，p. 一九四










15) 以上の引用はすべて峰地，前掲書pp. 一七～三二 ，による。
16) 以上の引用はすべて峰地，前掲「低学年教育二個年の経験」による 。
17) 峰地，前掲書，p. 八八
18) 峰地「求めてきた『生活』の理念」，『国語 教育研究』第十一号，昭和四 一年四月
19) 峰地，前掲書，p. 八八
20) 峰地，『斎悲国語新教授法・下』教育研究会，大正十四年十二月，p. 九〇
21) 峰地，前掲『斎悲国語新教授法・上 ，pp. 三 ー一～三四0
22) 峰地，前掲『斎麿国語新教授法・下』，pp. 九六～ー00
23) 峰地，「箱根旅行とその綴方」，『教育の世紀』第四巻第十二号，大正十五年十二月
＊引用文は原則として新漠字に改めた。
（上越教育大学助手｝
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